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１． 四半期業績の概況の作成等に係る事項

売上高の会計処理の方法の最近事業年度における認識の方法との相違の有無　：　無

２．16年４月期第３四半期の業績（平成15年 10月 21日～平成16年１月20日）

(1)　売上高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨）

16年４月期第３四半期

15年４月期第３四半期

百万円　　　　　　％

5,365　(　 108.9　)

4,927　(　 105.2　)

（注）１．売上高は、当該四半期までの累計値であります。

２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を表示しております。

３．当第３四半期及び前年同期の業績数値については、監査法人の監査を受けておりません。

当第３四半期における我が国経済は、輸出環境の改善、株価の上昇、設備投資の回復傾向などを反映して企業収益に若干の

明るい兆しが見え始めたものの、依然雇用・所得環境は厳しく、個人消費も低迷したまま推移するなど本格的な景気回復への

道筋は見えず、引き続き行き先が不透明な状況となりました。また、当社に関連の深い建設・住宅業界におきましても、公共

投資の低迷等により、全般的には低調で厳しい環境下で推移してまいりました。

このような状況の中で、販売部門においては、中高層の部材需要が増加し売上高が増加しております。また、レンタル部門

においては、競争激化による受注単価の低下等はあるものの、売上高は前年ベースで推移した結果、当社の売上高は5,365百

万円となりました。

(2) 当該四半期において企業の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　該当事項はありません。

３．平成16年４月期の業績予想（平成15年４月21日～平成16年４月20日）

売上高 経常利益 当期純利益

通 期
百万円

6,840

百万円

490

百万円

300

通期の業績については、平成15年 12月 11日発表の業績予想に変更はありません。

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。

以　上


